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平成 25 年度 第 2 回議会報告会議事録（要約） 

 

平成 25 年 11 月 9 日（土）午後 7 時開会 

東条会場：とどろき荘 多目的ホール 

 

◎ 開会のあいさつ・・・司会（長谷川勝己議員） 

 

・・・・《第 1 部 議会報告》・・・・ 

◎9 月定例会の報告 

◎決算の報告（平成 24 年度施策の成果） 

 

・・・質疑応答・・・ 

○【問】 基金が 106 億円だったと思うが、増える事は悪くはないが、市民に使うお

金を減らしてまで基金に積み立てる必要はないと思う。 

●【答】 ５年先に算定変えがあり、交付税が下がってくるので、ある程度の基金は

積んでいかなければならない。しかし、市民に必要な事もやっていかねばな

らないとも思う。 

○【問】 東条庁舎の廃止に伴う郵便局での証明書交付の件だが、東条の住民として

は、今までどおり窓口センターをそのままにしてもらいたいという意向が強

いと思う。東条地域から社庁舎まで約 20 分かかり、一番遠い所で 40 分ほど

かかる。 

今の時点で全て引き上げてしまうというのは納得しがたく、とどろき荘と

か東条中央公民館の施設の一部に窓口を設けて 2～3 人の嘱託職員を貼り付

ければ、コスト的に何ら高くつく訳でもないと思うのだが。 

●【答】 郵便局の必要経費は、平成 25 年度は、専用 FAX2 台を導入予定で 630 万円、

電気代、FAX 回線使用料、事務手数料等で 71,000 円、平成 26 年度は、1 ヶ

月当り 200 件の取り扱いの予想で 624,000 円となっている。職員数を減らし

て合理化を図っている。その兼ね合いを見て、この方向で進んでいる。 

○【問】 米田地区の自主運行バスは、どの程度の数の方が利用されたか。 

●【答】 約 80 日間で 370 人ほどの利用者があったとの報告を受けている。  

また、東条地域は、事業者の方と話が進んで、来年あたりから天神行きの

バスを１日５便ほど走らせる予定になっている。 

○【問】 敬老会は、まちづくり協議会から各地区へまる投げで、まちづくり協議会

は考える事はしない。市も、地域づくり協議会の方にまる投げしてはいない

か。行政の方で地域づくり協議会へ、いろんな事業を提案してアドバイスし
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て欲しいと思うのだが。 

●【答】 各まちづくり協議会の考え方がいろいろだが、社・滝野地域では参加者が

増えてきている。市がまる投げしているとは思っていない。しかし、市から

まちづくり協議会に出している補助金を、効果のある使い方をして欲しいと

の事は、市への要望として承っておく。 

○【問】 新庁舎の建設費的な報告は資料にないのはどうしてか。 

●【答】 予算では 32 億円だが 23 億 4675 万円の本体工事になっている。2700 万円

の議会インターネット中継設備がプラスになった。前回の議会報告会でお話

ししたので、今回は割愛した。 

○【問】 郵便局で各種書類を申請する時、個人情報の対策は取られているか。 

●【答】 郵便局との契約時にきっちり対応を取るとの報告を受けている。公務員で

ない郵便局の職員が、申請の操作をする事に関して差し障りはないかどうか

は、これからの話し合いの中で確認をしておく。 

○【問】 東条庁舎の廃止と郵便局でのサービス開始の時期がずれていると、市の職

員から聞いたのだが。 

●【答】 新庁舎のスタートは 2 月 24 日で、郵便局でのサービス開始は 2 月 24 日と

聞いているので、ずれてはいないはず。再度確認しておく。 

○【問】 都市部では出張所を増やした市があるが、東条庁舎を廃止する事は、高齢

化社会に逆行しているのではないか。また、災害時の拠点としても出張所が

必要ではないかと思うが。 

●【答】 要望として聞いておく。 

○【問】 嬉野東地区の給水問題で、私道が多いのに問題なくできるのか。 

●【答】 これからまだまだ協議が必要なのではないかと思う。 

 

・・・・《第 2 部 「地域の課題について」》・・・・ 

 

・・・質疑応答、提言、要望・・・ 

◇意見  東条湖を昔のような形で活性化できないだろうか。今はブラックバスのメ

ッカになっているが、水上権の問題で、屋形舟もあるのにお金を取って乗せ

る事はできないようだ。まわりに桜を植えるとか、できる事からやって欲し

いと思う。 

 ●【答】 加東市には観光資源が多く神社仏閣もあり、今後は観光コースとして考

えていかなければならないという意見が出ている。北播エリアに於いても

県も検討の余地があるような話も聞いている。必要だと思うので要望とし

て承っておく。 
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◇意見  とどろき荘は、現状維持か廃止を含めた縮小という委員会の意見を見たが、

旧東条町民としては、憩いの場であり福祉の観点から建てられた事を思うと、

絶対に残して欲しい。  

●【答】  合併以降は毎年 3,000 万円の赤字であり、累積赤字が 2 億円を越すという    

現状である。運営審議会で今後のあり方については充分議論していただける    

だろうと思う。要望として聞いておく 

◇意見  とどろき荘の再入浴を再開してもらえないか。65 歳以上の入浴者で一日    

一回限りの再入浴でよい。再入浴があった頃は、一度入浴して、帰るときに

また入浴できる楽しみがあった。再入浴がなくなったため、年配の方が    

減ってきている。 

 

○【問】 大畑と東垂水の間の橋の開通は、いつ頃か。 

●【答】 県道小野・藍本線は、まだ 100％用地買収が完了してない箇所があるよう

に聞いている。地元調整ができてないように思われるので、要望として承っ

ておく。 

 

◇意見  東条川河川改修の未完了部分に手を着けていただきたい。 

●【答】 産業建設常任委員会にて調査研究を進め、当局の方へも要望しておく。 

 

◎ 閉会のあいさつ・・・司会（長谷川勝己議員） 

午後 8 時 50 分終了 


